
コロナ禍で名を馳せた甲州の“要”たる大学病院が
先進的な各種診療支援システムの導入を果たして
医療の質、安全の向上、かつ効率化の実現を目指す
山梨県下、唯一の特定機能病院として同県の医療をリードかつ支え続けてきているのが山梨大学医学部附属病院である。
混乱を極めたコロナ禍初期、積極的に新型コロナウイルス感染症患者を受け入れた奮闘は印象的かつ記憶に新しい。
同院では、診療プロセスの見える化、医療安全の向上、業務効率化、そして放射線診療の円滑化等を目指して、
昨年春、同一ベンダによる各種情報システムを導入・構築しているが、1年を経た今、大きな成果を出し始めている。
診療の現況及び当該システムの有用性等を、病院長の木内氏、放射線診断科／放射線治療科の大西科長／教授らに聞いた。

山梨大学医学部附属病院

山梨大学医学部附属病院の新病棟（写真左がⅡ期棟、右がⅠ期棟）。同院では、2013 年より再整備事業に
着手しており、急性期医療の充実・先進医療への取り組みを加速させるためのインフラ整備が推進中である。

山梨県

の
導
入
後
、確
実
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
医
師
に

つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
の
裁
量
労
働
制
か
ら
変
形

労
働
制
に
変
更
に
な
っ
た
部
分
も
あ
る
た
め
、

今
年
か
ら
新
た
な
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
す
が
、両

シ
ス
テ
ム
の
運
用
が
軌
道
に
乗
れ
ば
、
医
師
の

時
間
外
労
働
も
減
少
す
る
だ
ろ
う
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

富
士
フ
イ
ル
ム
に
は
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
業

務
効
率
改
善
の
た
め
の
ツ
ー
ル
を
開
発
し
て
欲
し

い
で
す
ね
。
特
に
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
病

床
管
理
な
ど
、
病
院
運
営
を
改
善
す
る
よ
う
な

シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

―
―
貴
院
の
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　

現
在
、病
院
の
再
整
備
事
業
を
推
進
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
手
術
部
門
の
拡
充
、
教
育
研
修
環
境

の
整
備
、
新
病
棟
や
中
央
診
療
棟
・
特
殊
診
療
棟

や
診
療
支
援
棟
の
建
設
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
病
院
の
南
側
に
新
外
来
機
能
強
化

棟
を
新
築
す
る
予
定
で
す
。
当
院
の
近
く
に
は
リ

ニ
ア
新
幹
線
の
新
駅
が
開
業
予
定
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
は
リ
ニ
ア
新
幹
線
を
経
由
し
て
患
者
が

来
院
す
る
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
患
者
さ
ん
に
向
け
た
医
療
ツ
ー

リ
ズ
ム
へ
の
対
応
も
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

お
り
、
例
に
漏
れ
ず
病
院
経
営
は
厳
し
い
状
況

に
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
そ
れ
故
、
特

定
機
能
病
院
と
し
て
の
高
度
医
療
を
推
進
し
つ

つ
、
医
療
の
効
率
化
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

―
―
特
に
注
力
し
て
い
る
診
療
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
ず
、社
会
の
高
齢
化
が
進
む
中
、当
院
で
は
、

が
ん
、
循
環
器
、
脳
卒
中
に
関
す
る
治
療
に
つ
い

て
セ
ン
タ
ー
化
を
進
め
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
の
高
齢
化
、
過
疎
化
、
医
療
の
偏

在
化
に
対
応
す
べ
く
、
救
急
医
療
に
も
注
力
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
こ
そ
開
設

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
３
次
救
急
に
も
対
応
す
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
し
、
２
０
２
４
年
５
月
に
は
山

梨
県
と
県
内
27
市
町
村
の
共
同
事
業
と
し
て
初

期
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。従
来
、

初
期
救
急
は
地
域
の
開
業
医
が
持
ち
回
り
で
対

応
し
て
い
ま
し
た
が
、
初
期
救
急
を
担
当
し
て
い

る
開
業
医
の
高
齢
化
が
進
み
、
対
応
が
困
難
に

な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、県
全
体
を
対
象
と
し
て
、

18
時
か
ら
23
時
ま
で
、３
６
５
日
対
応
し
て
お
り
、

住
民
の
方
々
か
ら
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

当
然
、
当
院
が
県
唯
一
の
特
定
機
能
病
院
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
先
進
的
な
医
療
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
特
に
、
国
内
で
も
初
と
な
る
３
テ
ス
ラ

可
動
式
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
備
え
た
Ｍ
Ｒ
Ｉ
手
術
室
や
ロ

ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
を
備
え
る
多
関
節
型
血
管
撮
影

装
置
を
設
置
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
を
は
じ

め
、手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
も
３
台
設
置
す
る
な
ど
、

最
新
の
診
療
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
こ

の
度
、
整
形
外
科
用
に
も
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
を

導
入
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

―
―
業
務
効
率
化
を
図
る
た
め
、
最
新
の
情
報

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
と
伺
い
ま
し
た
。

　

当
院
で
は
、
２
０
２
４
年
２
月
か
ら
、
富
士
フ

イ
ル
ム
製
の
統
合
診
療
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

「CITA
 Clinical Finder

」
と
診
療
文
書
管
理
・

診
療
業
務
支
援
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
「Y

ahgee

」

を
導
入
し
て
、
放
射
線
診
断
科
や
病
理
診
断
の

レ
ポ
ー
ト
既
読
管
理
及
び
文
書
管
理
業
務
の
効

率
化
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

昨
今
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
放
射
線
診
断
科
や

病
理
診
断
の
レ
ポ
ー
ト
既
読
管
理
に
つ
い
て
は
、

当
院
で
は
従
来
、各
診
療
科
の
ス
タ
ッ
フ
が
レ
ポ
ー

ト
の
既
読
管
理
を
し
た
り
、
レ
ポ
ー
ト
内
容
を 

患
者
に
説
明
し
た
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
な
ど
、
膨

大
な
手
間
を
掛
け
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
般

の
、「CITA

 Clinical Finder

」
と
「Yahgee

」

の
導
入
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
業
務
に
加
え
、
医
事

課
に
お
け
る
逆
紹
介
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
も
大
幅
に

効
率
化
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
移
行
期
で
、
ま
だ

全
て
の
文
書
管
理
に
つ
い
て
「Y

ahgee

」
を
活

用
し
き
れ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
私
が
担
当
し
て
い

る
脳
神
経
外
科
な
ど
の
数
診
療
科
を
皮
切
り
に
、

同
シ
ス
テ
ム
の
活
用
が
進
ん
で
お
り
、
文
書
管
理

業
務
の
改
善
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

看
護
師
な
ど
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
時
間
外
労

働
も
「CITA

 Clinical Finder

」
と
「Yahgee

」
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レ
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な
ど
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掛
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て
い
ま
し
た
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し
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し
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今
般
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、「CITA
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と
「Yahgee
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の
導
入
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
業
務
に
加
え
、
医
事

課
に
お
け
る
逆
紹
介
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
も
大
幅
に

効
率
化
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
移
行
期
で
、
ま
だ

全
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の
文
書
管
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に
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い
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「Y

ahgee

」
を
活
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れ
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は
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ま
せ
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が
、
私
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担
当
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脳
神
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外
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の
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に
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シ
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文
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管
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業
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の
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に
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が
っ
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い
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。

　

看
護
師
な
ど
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
時
間
外
労

働
も
「CITA

 Clinical Finder

」
と
「Yahgee

」

―
―
山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
特
徴
、
現

況
か
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

当
院
は
、１
９
８
３
年
４
月
に
開
院
し
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
に
基
本
理
念
と
し
て
「
す
べ
て
の
患

者
さ
ん
に
安
心
を
」
を
掲
げ
、
患
者
さ
ん
に
良

質
で
最
適
な
医
療
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
人

間
性
豊
か
な
医
療
人
の
育
成
と
臨
床
医
学
の
発

展
に
貢
献
す
べ
く
、
日
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

山
梨
県
は
、
か
つ
て
日
本
住
血
吸
虫
症
の
流
行

地
域
と
し
て
知
ら
れ
、
１
９
９
６
年
に
終
息
宣
言

が
出
さ
れ
た
後
も
肝
疾
患
の
患
者
が
多
い
こ
と
か

ら
、
早
い
時
期
か
ら
肝
臓
の
治
療
に
取
り
組
み

続
け
て
い
る
点
は
、
当
院
の
特
徴
の
１
つ
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
と
の
国
際
交
流
も
盛
ん
な
点

も
特
徴
の
１
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
多
く
の

ベ
ト
ナ
ム
人
医
学
生
を
受
け
入
れ
た
り
、
ベ
ト
ナ

ム
の
病
院
と
提
携
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
や
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
お
り
、
有
意
義
な
成
果

を
生
ん
で
い
ま
す
。

　

先
般
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
リ

ン
セ
ス
号
の
患
者
を
率
先
し
て
受
け
入
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
も
積
極
的
に
対
応
し
、

総
計
５
万
人
も
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
患
者
を

治
療
し
、
こ
の
こ
と
は
大
学
病
院
と
行
政
が
両
輪

と
な
っ
て
地
域
医
療
に
貢
献
し
た
好
例
で
あ
る
と

自
負
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
コ
ロ
ナ
禍
後
、
病
床
数
は
６
１
８
床
か

ら
５
７
１
床
へ
と
減
床
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ

で
も
病
院
が
一
丸
と
な
っ
て
増
収
に
こ
ぎ
つ
け
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
減
益
と
な
っ
て
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放
射
線
診
断
科
／
放
射
線
治
療
科 

科
長
／
教
授

大
西 

洋
氏
に
聞
く

放
射
線
技
術
部 

部
長

相
川 

良
人
氏
に
聞
く

■

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院 

放
射
線
部
門

医
用
画
像
情
報
系
の
シ
ス
テ
ム
ベ
ン
ダ
を
統
一
し
て
効
率
的
運
用
を
達
成

電
子
カ
ル
テ
や
各
部
門
シ
ス
テ
ム
と
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
連
携
を
果
た
す

1988年千葉大学医学部卒。1989 年
山梨医科大学（現・山梨大学医学部）
助手。1992年成田赤十字病院放射
線科、2000年米国MDアンダーソン
がんセンター・メモリアルスローンケ
タリングがんセンター留学。同年山
梨大学医学部放射線科講師、2004
年同科准教授、2014 年同科教授及
び放射線部長、現在に至る。

1989 年山梨医科大学（現・山梨
大学）医学部附属病院放射線部勤
務。2020年同部診療放射線技師長、
2021 年放射線技術部 部長、現在
に至る。

大西 洋（おおにし・ひろし）氏

相川 良人（あいかわ・よしひと）氏

な
検
査
・
診
療
体
制
を
築
い
て
い
る
。
同
部 

部

長
の
相
川
良
人
氏
は
こ
の
連
携
の
意
義
に
つ
い

て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
内
視
鏡
や
手
術
部
門
な
ど
、
他
の
部
門
に
も
技

師
を
派
遣
し
て
い
る
の
が
当
部
の
特
徴
で
あ
り
、

強
み
で
す
。
こ
れ
ら
の
部
署
に
も
、
放
射
線
部
門

シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
内
視

鏡
検
査
室
や
オ
ペ
室
で
も
情
報
共
有
が
容
易
に

で
き
る
の
で
、業
務
遂
行
上
と
て
も
便
利
で
す
し
、

患
者
さ
ん
に
と
っ
て
も
極
め
て
有
用
で
す
」

　

放
射
線
部
門
シ
ス
テ
ム
更
新
の
経
緯
を
、
相

川
氏
は
語
っ
て
く
れ
た
。

務
効
率
の
改
善
と
安
全
性
の
担
保
、
実
施
し
た

医
療
行
為
の
確
認
な
ど
に
重
点
的
に
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

大
西
氏
は
、「CITA

 Clinical Finder

」
を
い

か
に
し
て
使
い
こ
な
す
か
を
課
題
に
挙
げ
る
。

「『CIT
A

 Clinical Finder

』
は
、
既
読
管
理
シ

ス
テ
ム
と
し
て
医
療
安
全
面
で
も
有
用
性
を
発

揮
し
て
い
ま
す
が
、
放
射
線
科
医
と
し
て
は
、
ま

だ
使
い
こ
な
せ
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
大

概
の
診
療
情
報
は
『SY

N
A

PSE

』
上
で
把
握
で

き
て
し
ま
う
の
で
、『CIT

A
 Clinical Finder

』

を
扱
う
機
会
が
少
な
い
こ
と
が
理
由
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
今
後
は
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム
の
活
用
法

に
つ
い
て
、
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
け
た
ら
と
考

え
て
い
ま
す
」

る
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

放
射
線
治
療
は
、
各
診
療
科
か
ら
が
ん
患
者

が
送
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
受
け
身
の
治
療
が
多

く
な
り
が
ち
で
す
が
、
当
診
療
科
で
は
治
療
の

前
段
階
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
積
極
的
に
参
加 

し
て
、
患
者
さ
ん
の
希
望
に
即
し
た
治
療
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
が
ん
に
対
す
る
治
療
法

の
選
択
の
中
で
放
射
線
治
療
の
選
択
率
が
全
国

的
に
も
高
い
点
が
当
診
療
科
の
特
徴
の
１
つ
と
言

え
る
で
し
ょ
う
」

　

同
院
の
放
射
線
技
術
部
は
、
２
０
２
１
年
11

月
、
中
央
診
療
部
門
で
あ
る
放
射
線
部
門
を
再

編
し
た
国
立
大
学
で
は
唯
一
の
組
織
で
あ
る
。
同

部
に
は
診
療
放
射
線
技
師
が
43
名
、
事
務
ス
タ
ッ

フ
が
７
名
所
属
し
、
高
度
な
放
射
線
技
術
を
提

供
し
て
い
る
。
画
像
診
断
装
置
は
、
Ｃ
Ｔ
が

３
２
０
列
装
置
２
台
、
高
精
細
Ｃ
Ｔ
装
置
１
台
。

Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
３
テ
ス
ラ
装
置
２
台
、
１・５
テ
ス
ラ

装
置
１
台
。
そ
の
他
、
血
管
撮
影
装
置
２
台
、
Ｉ

Ｖ
Ｒ‒

Ｃ
Ｔ
１
台
、
核
医
学
検
査
装
置
と
し
て
Ｓ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
１
台
、
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ‒

Ｃ
Ｔ
１
台
、
ガ

ン
マ
カ
メ
ラ
１
台
な
ど
充
実
し
て
い
る
。
放
射
線

治
療
装
置
と
し
て
は
、
Ｃ
Ｔ
一
体
型
リ
ニ
ア
ッ
ク

１
台
、
ト
モ
セ
ラ
ピ
ー
装
置
１
台
、
Ｃ
Ｔ
装
置
を

持
つ
Ｒ
Ａ
Ｌ
Ｓ
装
置
１
台
を
装
備
し
て
い
る
。

　

放
射
線
技
術
部
は
、
こ
れ
ら
の
運
用
に
留
ま

ら
ず
、内
視
鏡
部
門
や
、手
術
部
門
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
手
術
室
・
Ｍ
Ｒ
Ｉ
手
術
室
、
Ｏ‒

Ａ
Ｒ
Ｍ
や
移

動
式
Ｘ
線
透
視
装
置
の
運
用
に
も
診
療
放
射
線

技
師
を
派
遣
し
て
お
り
、
各
診
療
科
と
の
緊
密

な
連
携
の
下
、
大
学
病
院
に
相
応
し
い
高
品
質

　

２
０
２
４
年
２
月
、
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
の
更

新
に
合
わ
せ
、
放
射
線
診
断
科
／
放
射
線
治
療

科
及
び
放
射
線
技
術
部
は
Ｒ
Ｉ
Ｓ
を
更
新
し
、
富

士
フ
イ
ル
ム
製
の
「F-RIS

」「F-RIS-RT

」
を
導

入
し
た
。
同
社
製
の
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
「SY

N
A

PSE

」

と
ベ
ン
ダ
の
統
合
を
図
る
と
と
も
に
、
統
合
診
療

支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「CIT

A
 Clinical 

Finder

」
と
診
療
文
書
管
理
・
診
療
業
務
支
援
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
「Y

ahgee

」
も
導
入
。
放
射
線

関
連
業
務
の
効
率
化
と
、
既
読
管
理
シ
ス
テ
ム
の

運
用
を
実
現
し
て
い
る
。

　

放
射
線
診
断
科
／
放
射
線
治
療
科
を
率
い
、

昨
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
日
本
放
射
線
腫
瘍
学

会
第
37
回
学
術
大
会
で
は
大
会
長
も
務
め
た
大

西 

洋
氏
は
、
放
射
線
治
療
科
で
の
診
療
の
現
況

か
ら
紹
介
し
て
く
れ
た
。

「
現
在
、
常
勤
の
放
射
線
治
療
専
門
医
６
名
、
核

医
学
専
門
医
１
名
、
医
学
物
理
士
２
名
、
診
療

放
射
線
技
師
７
名
、
専
従
看
護
師
３
名
が
在
籍

し
て
お
り
、
が
ん
放
射
線
療
法
看
護
認
定
看
護

「
従
来
よ
り
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
は
富
士
フ
イ
ル
ム
製
の

『SY
N

A
PSE

』
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
電
子

カ
ル
テ
ベ
ン
ダ
の
画
像
診
断
用
Ｒ
Ｉ
Ｓ
と
、
旧
放

射
線
治
療
Ｒ
Ｉ
Ｓ
は
、
電
子
カ
ル
テ
と
の
連
携
機

能
が
不
十
分
で
、
同
意
書
等
の
文
書
資
料
を
電

子
カ
ル
テ
画
面
で
探
す
と
い
っ
た
手
間
と
労
力
が

必
要
で
し
た
。
ま
た
、画
像
診
断
用
の
Ｒ
Ｉ
Ｓ
は
、

特
に
モ
ダ
リ
テ
ィ
と
の
連
携
が
不
十
分
で
、
非
常

に
使
い
勝
手
の
悪
い
シ
ス
テ
ム
で
し
た
。
そ
こ
で
、

①
安
全
を
優
先
、
②
質
を
担
保
、
③
取
り
扱
い

が
簡
単
、
④
効
率
Ｕ
Ｐ
、
⑤
連
携
を
重
視
│
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、
キ
ー
ワ
ー
ド
を
“
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
誰
と
で
も
”
と
し
て
、
放
射
線
部
門

シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
を
図
っ
た
の
で
す
。

　

シ
ス
テ
ム
構
想
と
し
て
は
、
統
合
診
療
支
援

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
『CITA

 Clinical Finder

』

を
中
心
に
、
各
部
門
シ
ス
テ
ム
と
モ
ダ
リ
テ
ィ
を

連
携
さ
せ
、
そ
し
て
『CITA

 Clinical Finder

』

と
電
子
カ
ル
テ
を
連
動
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

『CIT
A

 Clinical Finder

』
上
か
ら
放
射
線
部

門
内
だ
け
で
な
く
他
部
門
の
検
査
シ
ス
テ
ム
も

閲
覧
で
き
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
先
の
問
題
点
を

解
消
で
き
る
と
考
え
て
導
入
し
た
の
で
す
。

　

ま
ず
、
そ
の
た
め
に
Ｒ
Ｉ
Ｓ
も
『CIT

A
 

Clinical Finder

』
と
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
と
同
一
ベ
ン
ダ

に
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
結
論
か
ら
述
べ
る
な

ら
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
親
和
性
が
高
く
、
モ
ダ
リ
テ
ィ

と
の
連
携
機
能
が
向
上
し
、
余
分
な
ク
リ
ッ
ク
が

減
り
、
検
査
上
の
ト
ラ
ブ
ル
も
減
っ
て
い
ま
す
。

特
に
検
査
件
数
の
多
い
一
般
撮
影
装
置
は
富
士
フ

イ
ル
ム
製
の
Ｆ
Ｐ
Ｄ
を
搭
載
し
て
い
る
こ
と
か
ら

“
相
性
”
が
良
く
、患
者
さ
ん
の
検
査
受
付
や
オ
ー

ダ
内
容
が
一
体
的
に
連
携
で
き
る
の
で
、
検
査
が

迅
速
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
検

像
端
末
も
同
じ
ベ
ン
ダ
な
の
で
ス
ム
ー
ズ
な
画
像

師
と
の
連
携
に
よ
っ
て
質
の
高
い
放
射
線
治
療
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

患
者
数
は
年
間
６
０
０
～
７
０
０
名
程
度
、
１

日
の
治
療
件
数
は
40
～
50
件
、
多
い
日
は
60
件

に
達
す
る
日
も
あ
り
ま
す
。
外
照
射
以
外
に
も

子
宮
が
ん
や
前
立
腺
が
ん
に
対
す
る
小
線
源
治

療
を
年
間
50
件
程
度
、
甲
状
腺
と
神
経
内
分
泌

治
療
が
メ
イ
ン
の
Ｒ
Ｉ
治
療
は
年
間
20
～
30
件

程
度
実
施
し
て
い
ま
す
」

　

大
西
氏
は
、
同
院
の
放
射
線
治
療
科
の
特
徴

に
つ
い
て
、
患
者
が
置
か
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
環
境

に
応
じ
て
適
切
な
治
療
が
提
供
で
き
る
よ
う
、
治

療
方
針
の
決
定
等
に
積
極
的
に
放
射
線
治
療
医

が
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
点
を
挙
げ
る
。

「
当
院
の
が
ん
治
療
の
特
徴
と
し
て
、
画
一
的
な

治
療
を
提
供
す
る
の
で
は
な
く
、
治
療
中
を
含

め
た
患
者
さ
ん
の
治
療
前
後
の
生
活
を
改
善
す

る
、
か
つ
患
者
さ
ん
の
各
種
環
境
に
応
じ
て
患
者

さ
ん
と
医
療
者
が
と
も
に
決
め
る
医
療
、
Ｓ
Ｄ
Ｍ

（Shared D
ecision M

aking

）
を
実
施
し
て
い

デ
ー
タ
の
運
用
が
で
き
て
い
ま
す
」

　

新
Ｒ
Ｉ
Ｓ
は
、
デ
ー
タ
収
集
も
容
易
で
、
検
査

業
務
の
解
析
な
ど
に
も
役
立
つ
な
ど
、
検
査
業

務
の
質
的
向
上
に
も
貢
献
し
て
い
る
と
相
川
氏

は
話
す
。
大
西
氏
も
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム
を
高
く

評
価
し
て
い
る
。

「
横
河
医
療
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
ビ
ジ
ネ
ス
を

富
士
フ
イ
ル
ム
が
継
承
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
て

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
対
応
が
可
能
と
聞
き
、
シ
ス
テ
ム

更
新
を
決
断
し
ま
し
た
。
旧
デ
ー
タ
の
移
行
も
問

題
は
な
く
、
稼
働
後
は
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ
と

な
く
使
用
で
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
化
に
つ
い
て
も
都
度
、
対
応
し
て
も
ら
え
て
い

る
の
で
新
シ
ス
テ
ム
に
は
満
足
し
て
い
ま
す
。

　

ベ
ン
ダ
の
サ
ー
ビ
ス
体
制
に
つ
い
て
も
、
カ
ス

タ
マ
ー
サ
ポ
ー
ト
は
24
時
間
対
応
で
、
迅
速
、
熱

心
か
つ
真
摯
に
対
応
し
て
く
れ
て
い
る
点
を
高
く

評
価
し
て
い
ま
す
」

　

ベ
ン
ダ
の
対
応
力
に
つ
い
て
は
、
相
川
氏
も
同

様
に
評
価
す
る
。

「
富
士
フ
イ
ル
ム
の
装
置
や
シ
ス
テ
ム
は
元
々
故

障
が
少
な
い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
万
一
故
障

し
た
際
も
甲
府
に
サ
ー
ビ
ス
拠
点
が
あ
る
こ
と
か

ら
迅
速
か
つ
真
摯
に
対
応
し
て
く
れ
ま
す
。
印

象
に
残
っ
て
い
る
の
は
導
入
時
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

で
、
シ
ス
テ
ム
更
新
翌
日
な
ど
は
各
モ
ダ
リ
テ
ィ

に
３
人
担
当
者
が
付
い
て
シ
ス
テ
ム
の
稼
働
状
況

を
確
認
し
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。
当
然
、
診
療
に

支
障
が
出
る
こ
と
も
な
く
、
更
新
を
完
了
で
き

た
こ
と
は
た
い
へ
ん
感
謝
し
て
い
ま
す
」

「CITA
 Clinical Finder

」
の
導
入
は
、
そ
も
そ

山梨大学医学部附属病院のシステム概念図。「CITA Clinical Finder」を核として各部門システム
を連携、さらに電子カルテと連携させることで、シームレスなシステム間連携を実現している。

シス テム 構 成 図

国
立
大
学
唯
一の
放
射
線
技
術
部
と
し
て

放
射
線
以
外
の
診
療
科
と
積
極
的
に
連
携

放
射
線
技
術
部

Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
と
同
一ベン
ダ
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入

親
和
性
の
良
さ
と
ベン
ダ
の
対
応
力
を
高
評
価

放
射
線
部
門
シ
ス
テ
ム
「F-RIS

」「F-RIS RT

」
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な
検
査
・
診
療
体
制
を
築
い
て
い
る
。
同
部 

部

長
の
相
川
良
人
氏
は
こ
の
連
携
の
意
義
に
つ
い

て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
内
視
鏡
や
手
術
部
門
な
ど
、
他
の
部
門
に
も
技

師
を
派
遣
し
て
い
る
の
が
当
部
の
特
徴
で
あ
り
、

強
み
で
す
。
こ
れ
ら
の
部
署
に
も
、
放
射
線
部
門

シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
内
視

鏡
検
査
室
や
オ
ペ
室
で
も
情
報
共
有
が
容
易
に

で
き
る
の
で
、業
務
遂
行
上
と
て
も
便
利
で
す
し
、

患
者
さ
ん
に
と
っ
て
も
極
め
て
有
用
で
す
」

　

放
射
線
部
門
シ
ス
テ
ム
更
新
の
経
緯
を
、
相

川
氏
は
語
っ
て
く
れ
た
。

務
効
率
の
改
善
と
安
全
性
の
担
保
、
実
施
し
た

医
療
行
為
の
確
認
な
ど
に
重
点
的
に
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

大
西
氏
は
、「CITA

 Clinical Finder

」
を
い

か
に
し
て
使
い
こ
な
す
か
を
課
題
に
挙
げ
る
。

「『CIT
A

 Clinical Finder

』
は
、
既
読
管
理
シ

ス
テ
ム
と
し
て
医
療
安
全
面
で
も
有
用
性
を
発

揮
し
て
い
ま
す
が
、
放
射
線
科
医
と
し
て
は
、
ま

だ
使
い
こ
な
せ
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
大

概
の
診
療
情
報
は
『SY

N
A

PSE

』
上
で
把
握
で

き
て
し
ま
う
の
で
、『CIT

A
 Clinical Finder

』

を
扱
う
機
会
が
少
な
い
こ
と
が
理
由
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
今
後
は
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム
の
活
用
法

に
つ
い
て
、
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
け
た
ら
と
考

え
て
い
ま
す
」

る
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

放
射
線
治
療
は
、
各
診
療
科
か
ら
が
ん
患
者

が
送
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
受
け
身
の
治
療
が
多

く
な
り
が
ち
で
す
が
、
当
診
療
科
で
は
治
療
の

前
段
階
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
積
極
的
に
参
加 

し
て
、
患
者
さ
ん
の
希
望
に
即
し
た
治
療
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
が
ん
に
対
す
る
治
療
法

の
選
択
の
中
で
放
射
線
治
療
の
選
択
率
が
全
国

的
に
も
高
い
点
が
当
診
療
科
の
特
徴
の
１
つ
と
言

え
る
で
し
ょ
う
」

　

同
院
の
放
射
線
技
術
部
は
、
２
０
２
１
年
11

月
、
中
央
診
療
部
門
で
あ
る
放
射
線
部
門
を
再

編
し
た
国
立
大
学
で
は
唯
一
の
組
織
で
あ
る
。
同

部
に
は
診
療
放
射
線
技
師
が
43
名
、
事
務
ス
タ
ッ

フ
が
７
名
所
属
し
、
高
度
な
放
射
線
技
術
を
提

供
し
て
い
る
。
画
像
診
断
装
置
は
、
Ｃ
Ｔ
が

３
２
０
列
装
置
２
台
、
高
精
細
Ｃ
Ｔ
装
置
１
台
。

Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
３
テ
ス
ラ
装
置
２
台
、
１・５
テ
ス
ラ

装
置
１
台
。
そ
の
他
、
血
管
撮
影
装
置
２
台
、
Ｉ

Ｖ
Ｒ‒

Ｃ
Ｔ
１
台
、
核
医
学
検
査
装
置
と
し
て
Ｓ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
１
台
、
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ‒

Ｃ
Ｔ
１
台
、
ガ

ン
マ
カ
メ
ラ
１
台
な
ど
充
実
し
て
い
る
。
放
射
線

治
療
装
置
と
し
て
は
、
Ｃ
Ｔ
一
体
型
リ
ニ
ア
ッ
ク

１
台
、
ト
モ
セ
ラ
ピ
ー
装
置
１
台
、
Ｃ
Ｔ
装
置
を

持
つ
Ｒ
Ａ
Ｌ
Ｓ
装
置
１
台
を
装
備
し
て
い
る
。

　

放
射
線
技
術
部
は
、
こ
れ
ら
の
運
用
に
留
ま

ら
ず
、内
視
鏡
部
門
や
、手
術
部
門
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
手
術
室
・
Ｍ
Ｒ
Ｉ
手
術
室
、
Ｏ‒

Ａ
Ｒ
Ｍ
や
移

動
式
Ｘ
線
透
視
装
置
の
運
用
に
も
診
療
放
射
線

技
師
を
派
遣
し
て
お
り
、
各
診
療
科
と
の
緊
密

な
連
携
の
下
、
大
学
病
院
に
相
応
し
い
高
品
質

も
既
読
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
端
緒
だ
っ
た
と

相
川
氏
は
語
る
。

「
当
院
で
は
、放
射
線
部
門
や
病
理
部
門
の
レ
ポ
ー

ト
に
対
す
る
既
読
管
理
に
以
前
か
ら
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
は
非
常
に
膨
大
な
マ
ン

パ
ワ
ー
を
つ
ぎ
込
ん
で
お
り
、
大
変
な
業
務
負
担

が
強
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
既
読
管
理
の
業
務
負

担
改
善
に
つ
い
て
『CIT

A
 Clinical Finder

』

導
入
で
そ
れ
が
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
、
医
療
の
質
・
安
全
管
理
部
や
看
護
部
の
看

護
師
ら
に
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
た
い
へ
ん
反
応
が

良
く
、
医
療
情
報
部
の
小
林
先
生
が
旗
振
り
役

と
な
り
シ
ス
テ
ム
の
導
入
・
構
築
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に『Yahgee

』の
導
入
と
相
俟
っ
て
、

院
内
の
文
書
管
理
関
連
業
務
も
大
幅
に
改
善
さ

れ
ま
し
た
」

　

相
川
氏
は
、
今
回
の
更
新
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
振

り
返
る
。

「
今
回
の
シ
ス
テ
ム
更
新
で
、
診
療
放
射
線
技
師

が
検
査
業
務
に
集
中
で
き
る
環
境
が
整
っ
た
と

言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
後
も
、
業

　

２
０
２
４
年
２
月
、
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
の
更

新
に
合
わ
せ
、
放
射
線
診
断
科
／
放
射
線
治
療

科
及
び
放
射
線
技
術
部
は
Ｒ
Ｉ
Ｓ
を
更
新
し
、
富

士
フ
イ
ル
ム
製
の
「F-RIS

」「F-RIS-RT

」
を
導

入
し
た
。
同
社
製
の
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
「SY

N
A

PSE

」

と
ベ
ン
ダ
の
統
合
を
図
る
と
と
も
に
、
統
合
診
療

支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「CIT

A
 Clinical 

Finder

」
と
診
療
文
書
管
理
・
診
療
業
務
支
援
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
「Y

ahgee

」
も
導
入
。
放
射
線

関
連
業
務
の
効
率
化
と
、
既
読
管
理
シ
ス
テ
ム
の

運
用
を
実
現
し
て
い
る
。

　

放
射
線
診
断
科
／
放
射
線
治
療
科
を
率
い
、

昨
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
日
本
放
射
線
腫
瘍
学

会
第
37
回
学
術
大
会
で
は
大
会
長
も
務
め
た
大

西 

洋
氏
は
、
放
射
線
治
療
科
で
の
診
療
の
現
況

か
ら
紹
介
し
て
く
れ
た
。

「
現
在
、
常
勤
の
放
射
線
治
療
専
門
医
６
名
、
核

医
学
専
門
医
１
名
、
医
学
物
理
士
２
名
、
診
療

放
射
線
技
師
７
名
、
専
従
看
護
師
３
名
が
在
籍

し
て
お
り
、
が
ん
放
射
線
療
法
看
護
認
定
看
護

「
従
来
よ
り
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
は
富
士
フ
イ
ル
ム
製
の

『SY
N

A
PSE

』
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
電
子

カ
ル
テ
ベ
ン
ダ
の
画
像
診
断
用
Ｒ
Ｉ
Ｓ
と
、
旧
放

射
線
治
療
Ｒ
Ｉ
Ｓ
は
、
電
子
カ
ル
テ
と
の
連
携
機

能
が
不
十
分
で
、
同
意
書
等
の
文
書
資
料
を
電

子
カ
ル
テ
画
面
で
探
す
と
い
っ
た
手
間
と
労
力
が

必
要
で
し
た
。
ま
た
、画
像
診
断
用
の
Ｒ
Ｉ
Ｓ
は
、

特
に
モ
ダ
リ
テ
ィ
と
の
連
携
が
不
十
分
で
、
非
常

に
使
い
勝
手
の
悪
い
シ
ス
テ
ム
で
し
た
。
そ
こ
で
、

①
安
全
を
優
先
、
②
質
を
担
保
、
③
取
り
扱
い

が
簡
単
、
④
効
率
Ｕ
Ｐ
、
⑤
連
携
を
重
視
│
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、
キ
ー
ワ
ー
ド
を
“
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
誰
と
で
も
”
と
し
て
、
放
射
線
部
門

シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
を
図
っ
た
の
で
す
。

　

シ
ス
テ
ム
構
想
と
し
て
は
、
統
合
診
療
支
援

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
『CITA

 Clinical Finder

』

を
中
心
に
、
各
部
門
シ
ス
テ
ム
と
モ
ダ
リ
テ
ィ
を

連
携
さ
せ
、
そ
し
て
『CITA

 Clinical Finder

』

と
電
子
カ
ル
テ
を
連
動
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

『CIT
A

 Clinical Finder

』
上
か
ら
放
射
線
部

門
内
だ
け
で
な
く
他
部
門
の
検
査
シ
ス
テ
ム
も

閲
覧
で
き
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
先
の
問
題
点
を

解
消
で
き
る
と
考
え
て
導
入
し
た
の
で
す
。

　

ま
ず
、
そ
の
た
め
に
Ｒ
Ｉ
Ｓ
も
『CIT

A
 

Clinical Finder

』
と
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
と
同
一
ベ
ン
ダ

に
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
結
論
か
ら
述
べ
る
な

ら
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
親
和
性
が
高
く
、
モ
ダ
リ
テ
ィ

と
の
連
携
機
能
が
向
上
し
、
余
分
な
ク
リ
ッ
ク
が

減
り
、
検
査
上
の
ト
ラ
ブ
ル
も
減
っ
て
い
ま
す
。

特
に
検
査
件
数
の
多
い
一
般
撮
影
装
置
は
富
士
フ

イ
ル
ム
製
の
Ｆ
Ｐ
Ｄ
を
搭
載
し
て
い
る
こ
と
か
ら

“
相
性
”
が
良
く
、患
者
さ
ん
の
検
査
受
付
や
オ
ー

ダ
内
容
が
一
体
的
に
連
携
で
き
る
の
で
、
検
査
が

迅
速
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
検

像
端
末
も
同
じ
ベ
ン
ダ
な
の
で
ス
ム
ー
ズ
な
画
像

師
と
の
連
携
に
よ
っ
て
質
の
高
い
放
射
線
治
療
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

患
者
数
は
年
間
６
０
０
～
７
０
０
名
程
度
、
１

日
の
治
療
件
数
は
40
～
50
件
、
多
い
日
は
60
件

に
達
す
る
日
も
あ
り
ま
す
。
外
照
射
以
外
に
も

子
宮
が
ん
や
前
立
腺
が
ん
に
対
す
る
小
線
源
治

療
を
年
間
50
件
程
度
、
甲
状
腺
と
神
経
内
分
泌

治
療
が
メ
イ
ン
の
Ｒ
Ｉ
治
療
は
年
間
20
～
30
件

程
度
実
施
し
て
い
ま
す
」

　

大
西
氏
は
、
同
院
の
放
射
線
治
療
科
の
特
徴

に
つ
い
て
、
患
者
が
置
か
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
環
境

に
応
じ
て
適
切
な
治
療
が
提
供
で
き
る
よ
う
、
治

療
方
針
の
決
定
等
に
積
極
的
に
放
射
線
治
療
医

が
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
点
を
挙
げ
る
。

「
当
院
の
が
ん
治
療
の
特
徴
と
し
て
、
画
一
的
な

治
療
を
提
供
す
る
の
で
は
な
く
、
治
療
中
を
含

め
た
患
者
さ
ん
の
治
療
前
後
の
生
活
を
改
善
す

る
、
か
つ
患
者
さ
ん
の
各
種
環
境
に
応
じ
て
患
者

さ
ん
と
医
療
者
が
と
も
に
決
め
る
医
療
、
Ｓ
Ｄ
Ｍ

（Shared D
ecision M

aking

）
を
実
施
し
て
い

デ
ー
タ
の
運
用
が
で
き
て
い
ま
す
」

　

新
Ｒ
Ｉ
Ｓ
は
、
デ
ー
タ
収
集
も
容
易
で
、
検
査

業
務
の
解
析
な
ど
に
も
役
立
つ
な
ど
、
検
査
業

務
の
質
的
向
上
に
も
貢
献
し
て
い
る
と
相
川
氏

は
話
す
。
大
西
氏
も
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム
を
高
く

評
価
し
て
い
る
。

「
横
河
医
療
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
ビ
ジ
ネ
ス
を

富
士
フ
イ
ル
ム
が
継
承
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
て

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
対
応
が
可
能
と
聞
き
、
シ
ス
テ
ム

更
新
を
決
断
し
ま
し
た
。
旧
デ
ー
タ
の
移
行
も
問

題
は
な
く
、
稼
働
後
は
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ
と

な
く
使
用
で
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
化
に
つ
い
て
も
都
度
、
対
応
し
て
も
ら
え
て
い

る
の
で
新
シ
ス
テ
ム
に
は
満
足
し
て
い
ま
す
。

　

ベ
ン
ダ
の
サ
ー
ビ
ス
体
制
に
つ
い
て
も
、
カ
ス

タ
マ
ー
サ
ポ
ー
ト
は
24
時
間
対
応
で
、
迅
速
、
熱

心
か
つ
真
摯
に
対
応
し
て
く
れ
て
い
る
点
を
高
く

評
価
し
て
い
ま
す
」

　

ベ
ン
ダ
の
対
応
力
に
つ
い
て
は
、
相
川
氏
も
同

様
に
評
価
す
る
。

「
富
士
フ
イ
ル
ム
の
装
置
や
シ
ス
テ
ム
は
元
々
故

障
が
少
な
い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
万
一
故
障

し
た
際
も
甲
府
に
サ
ー
ビ
ス
拠
点
が
あ
る
こ
と
か

ら
迅
速
か
つ
真
摯
に
対
応
し
て
く
れ
ま
す
。
印

象
に
残
っ
て
い
る
の
は
導
入
時
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

で
、
シ
ス
テ
ム
更
新
翌
日
な
ど
は
各
モ
ダ
リ
テ
ィ

に
３
人
担
当
者
が
付
い
て
シ
ス
テ
ム
の
稼
働
状
況

を
確
認
し
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。
当
然
、
診
療
に

支
障
が
出
る
こ
と
も
な
く
、
更
新
を
完
了
で
き

た
こ
と
は
た
い
へ
ん
感
謝
し
て
い
ま
す
」

「CITA
 Clinical Finder

」
の
導
入
は
、
そ
も
そ

RIS 端末を操作する相川氏。放射線関連システ
ムが同一ベンダ製となったことで、データ連携機
能が強化。業務負担の軽減、検査業務時間の
短縮化などの成果を挙げているという。

「CITA Clinical Finder

」の
活
用
で

膨
大
な
マン
パワ
ー
に
よ
る
労
力
を
削
減

既
読
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築

新
シ
ス
テ
ム
導
入
で
業
務
環
境
改
善
を
実
現

運
用
面
で
の
アッ
プ
デ
ー
ト
を
継
続
し
て
い
く

シ
ス
テ
ム
更
新
の
評
価
と
課
題

レポート見落とし防止機能。電子カルテ利用者ログイン時にレポートの未読がポップアップ
通知され、医療安全部門での一元管理を実現している。

レポート見落とし防止機能（アラート通知）
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て
工
夫
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

「CIT
A

 Clinical Finder

」
と
「Y

ahgee

」
は
、

同
院
の
課
題
を
ワ
ン
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
解
決
す
る

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
同
氏
は
高
く
評
価
す
る
。

「
診
療
科
横
断
的
に
診
療
プ
ロ
セ
ス
に
沿
っ
た
診

療
記
録
の
表
示
、既
読
管
理
の
効
率
化
、そ
し
て
、

院
内
外
の
文
書
管
理
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
い
う
当

院
の
大
き
な
３
つ
の
課
題
解
決
に
、
両
シ
ス
テ
ム

が
大
い
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を
評
価
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
は
、
現
行
シ
ス
テ
ム
に
Ａ
Ｉ
を
用
い
て
、

入
退
院
サ
マ
リ
ー
を
簡
便
に
作
成
す
る
支
援
シ

ス
テ
ム
や
、
診
療
デ
ー
タ
を
Ａ
Ｉ
が
自
動
的
か
つ

継
続
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
異
常
を
検
知
し

た
ら
ア
ラ
ー
ト
を
出
す
、
と
い
っ
た
診
療
支
援

シ
ス
テ
ム
な
ど
の
登
場
に
期
待
し
て
い
ま
す
」

「
地
域
連
携
で
は
、
従
来
行
わ
れ
て
い
た
人
海
戦

術
に
よ
る
診
療
情
報
提
供
書
の
確
認
と
コ
ス
ト

算
定
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
紹
介
状
、
受
診
報
告
書
の

連
絡
と
、
こ
れ
ら
文
書
の
ス
キ
ャ
ン
に
よ
る
電
子

カ
ル
テ
へ
の
取
り
込
み
、
受
診
報
告
書
の
作
成
状

況
の
確
認
と
そ
の
催
促
と
い
っ
た
、
業
務
の
負
担

は
膨
大
で
し
た
。
特
に
、
コ
ス
ト
算
定
漏
れ
な
ど

は
経
営
に
直
結
す
る
大
き
な
課
題
で
し
た
。
こ
れ

ら
の
業
務
に
つ
い
て
も
Ｅ
Ｃ
Ｒ
Ｓ
に
よ
る
業
務
改

善
を
進
め
、
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り
紙
媒
体
で
の

Ｆ
Ａ
Ｘ
送
受
信
や
ス
キ
ャ
ン
業
務
を
廃
止
す
る
な

ど
し
て
、
担
当
事
務
員
１
名
当
た
り
の
業
務
時

間
を
１
日
１
時
間
削
減
、
退
院
時
報
告
の
返
書

率
を
約
80
％
か
ら
97
％
に
向
上
、
算
定
漏
れ
は

減
少
さ
せ
る
な
ど
の
成
果
が
挙
が
り
ま
し
た
」

「CITA
 Clinical Finder

」
は
放
射
線
部
門
だ
け

で
な
く
、
病
理
診
断
レ
ポ
ー
ト
の
既
読
管
理
に
も

活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

小
林
氏
は
、「CIT

A
 Clinical Finder

」
と

「Y
ahgee

」
の
今
後
の
活
用
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の

よ
う
に
抱
負
を
語
る
。

「
情
報
の“
見
え
る
化
”は
重
要
な
の
で
、ダ
ッ
シ
ュ

ボ
ー
ド
の
よ
う
に『CIT

A
 Clinical Finder

』

と『Y
ahgee

』の
情
報
を
見
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
た
い
で
す
ね
。
ま
た
、
文
書
作
成
に
Ａ
Ｉ

を
用
い
る
な
ど
、
現
場
の
業
務
支
援
に
貢
献
す
る

シ
ス
テ
ム
も
開
発
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
」

力
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

従
前
、
放
射
線
部
門
に
専
属
の
ス
タ
ッ
フ
を

１
名
配
置
し
、
全
診
療
科
に
対
し
て
報
告
し
た

読
影
レ
ポ
ー
ト
を
リ
ス
ト
化
、
各
診
療
科
の
リ

ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
そ
の
“
紙
”
を
手
渡
し
、

各
診
療
科
か
ら
レ
ポ
ー
ト
内
容
を
確
認
し
た
と

い
う
サ
イ
ン
を
得
る
と
い
う
運
用
を
し
て
い
た

の
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
特
定
の
人
物
に

過
度
な
負
担
を
掛
け
る
と
と
も
に
、
作
業
が
形

骸
化
し
、
た
だ
確
認
し
た
と
い
う
チ
ェ
ッ
ク
を

す
る
だ
け
に
陥
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

『CIT
A

 Clinical Finder

』
と
『Y

ahgee

』
を

導
入
し
、
電
子
カ
ル
テ
や
各
部
門
シ
ス
テ
ム
と

情
報
統
合
し
た
こ
と
に
よ
り
、
電
子
カ
ル
テ
上

で
の
既
読
や
、
レ
ポ
ー
ト
内
容
の
患
者
説
明
実

施
に
つ
い
て
も
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
業
務
が
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
っ
て

劇
的
に
改
善
さ
れ
た
こ
と
の
成
果
は
、
甚
だ
大

と
言
え
ま
す
」

　

両
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
、
既
読
管
理
だ
け
で

な
く
、
安
全
管
理
上
の
課
題
も
浮
き
彫
り
に
し

た
と
も
同
氏
は
指
摘
す
る
。

「
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り
、
検
査
を
指
示
し
た
人

物
、
確
認
し
た
人
物
が
一
目
瞭
然
に
な
り
、
レ

ポ
ー
ト
を
読
ま
な
い
“
リ
ピ
ー
タ
ー
”
の
よ
う

な
存
在
も
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

リ
ピ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
精
査
す
る
と
、当
初
、個
々

の
医
師
の
性
格
の
問
題
と
捉
え
て
い
た
の
で
す

が
、
各
診
療
科
の
治
療
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、
検

査
を
オ
ー
ダ
す
る
医
師
と
診
療
す
る
医
師
が
分

離
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
の
で

す
。
私
た
ち
が
良
か
れ
と
思
っ
た
シ
ス
テ
ム
が
、

個
別
の
診
療
プ
ロ
セ
ス
に
合
っ
て
い
な
い
こ
と
が

見
え
た
の
も
シ
ス
テ
ム
の
お
か
げ
で
す
。
今
後

の
既
読
管
理
の
在
り
方
を
、
確
認
方
法
も
含
め

ア
セ
ス
メ
ン
ト
項
目
へ
の
自
動
反
映
や
効
率
的
な

ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
整
備
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
目

で
何
を
す
れ
ば
良
い
か
が
分
か
る
よ
う
に
し
て
い

る
。
看
護
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
に
つ
い
て
も
、
電
子
カ

ル
テ
機
能
の
利
用
を
止
め
、
項
目
を
整
理
し
て
情

報
収
集
項
目
を
削
減
。
医
師
の
記
載
し
た
カ
ル

テ
情
報
や
多
職
種
の
ス
タ
ッ
フ
が
記
載
し
た
情

報
、
各
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
の
情
報
を
リ
ン
ク

さ
せ
、
自
動
転
記
や
ド
ラ
ッ
グ
＆
ド
ロ
ッ
プ
な
ど

で
編
集
を
容
易
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
実
現
に
よ
り
、
看
護
師
の
業
務
負

担
が
大
幅
に
軽
減
さ
れ
、
看
護
部
の
超
過
勤
務

時
間
は
前
年
度
よ
り
１
ヵ
月
当
た
り
１
人
１
４
０

分
の
削
減
を
達
成
。
記
録
の
監
査
時
間
も
１
患

者
当
た
り
約
半
分
に
削
減
さ
れ
、
所
謂
“
働
き

方
改
革
”
に
大
い
に
貢
献
し
た
と
い
う
。

　

小
林
氏
は
、
地
域
連
携
に
関
す
る
文
書
作
成
・

管
理
の
業
務
負
担
軽
減
に
も
、「CIT

A
 Clinical 

Finder

」
と
「Yahgee

」
を
活
用
し
た
と
語
る
。

　

医
療
の
質
・
安
全
管
理
部
は
、
２
０
０
１
年

に
安
全
管
理
室
と
し
て
設
立
さ
れ
、
２
０
１
６

年
に
「
医
療
の
質
」
を
追
加
し
て
現
在
の
組
織

と
な
り
、
高
度
な
医
療
安
全
管
理
体
制
の
確
立

に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
２
０
１
９

年
に
着
任
し
た
同
部 

部
長
／
教
授
の
荒
神
裕
之

氏
が
、
同
部
の
活
動
を
解
説
す
る
。

「
安
全
管
理
面
で
は
、
事
故
に
つ
な
が
る
リ
ス
ク

を
低
減
し
、
患
者
と
医
療
者
の
双
方
の
安
全
を

護
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
が
、
当
部
で
は
、
こ

れ
に
“
医
療
の
質
”
を
加
え
る
こ
と
で
、
安
全

性
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
患
者
中
心
の
医
療
の

実
現
や
、
働
き
方
改
革
等
で
課
題
と
な
っ
て
い

る
効
率
的
な
医
療
の
提
供
を
目
指
し
て
い
ま
す
」

　

２
０
２
４
年
２
月
、
前
出
の
と
お
り
、
統
合

診
療
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム「CIT

A
 Clinical 

Finder

」
と
診
療
文
書
管
理
・
診
療
業
務
支
援

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
「Y

ahgee

」
を
導
入
し
た
。

荒
神
氏
は
両
シ
ス
テ
ム
導
入
の
狙
い
を
語
る
。

「
医
療
安
全
を
考
え
る
際
、
私
た
ち
は
患
者
に
対

す
る
診
療
プ
ロ
セ
ス
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
す
が
、
電
子
カ
ル
テ
は
患
者
個
人

の
診
療
情
報
を
記
録
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
構

築
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
よ
う
な
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
が
で
き
る
よ
う
な
作
り
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

『CIT
A

 Clinical Finder

』
導
入
を
強
く
推
し

た
の
は
、
私
た
ち
が
患
者
の
診
療
プ
ロ
セ
ス
を

段
階
毎
に
整
理
し
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。『CIT

A

ク
リ
ニ
カ
ル
フ
ロ
ー
』
機
能
に
よ
り
、
複
数
の
患

者
の
診
療
プ
ロ
セ
ス
と
各
種
情
報
を
一
覧
画
面

で
確
認
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
、
適
時

に
適
正
な
医
療
を
提
供
す
る
よ
う
指
示
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。『CIT

A
 Clinical Finder

』

の
導
入
を
提
案
さ
れ
た
と
き
、“
こ
の
シ
ス
テ
ム

な
ら
で
き
る
”
と
思
っ
て
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た

ね
。
そ
こ
で
、
シ
ス
テ
ム
導
入
を
強
く
要
望
し

た
の
で
す
」

　

同
氏
は
続
け
て
、「CIT

A
 Clinical Finder

」

が
レ
ポ
ー
ト
の
既
読
管
理
に
も
大
い
に
役
立
つ

と
も
語
る
。

「
従
来
、
レ
ポ
ー
ト
の
既
読
管
理
に
つ
い
て
は
電

子
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
血
の
に
じ
む
よ
う
な
努

医
療
の
質
・
安
全
管
理
部

部
長
／
教
授

荒
神 

裕
之
氏
に
聞
く

■

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院 

医
療
の
質
・
安
全
管
理
部

新
シ
ス
テ
ム
導
入
で
複
数
患
者
の
診
療
プ
ロ
セ
ス・
情
報
を
把
握

既
読
管
理
に
加
え
て
医
療
の
安
全
及
び
質
の
向
上
を
実
現
す
る

■

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院 

病
院
経
営
管
理
部
／
医
療
情
報
部

統
合
診
療
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フォ
ー
ム
と
文
書
管
理
・
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
活
用

院
内
業
務
の
見
直
し
と
効
率
的
な
運
用
で
働
き
方
改
革
の
推
進
を
図
る

2000 年琉球大学医学部卒。2008
年早稲田大学大学院法務研究科修
了。2018 年東京医科大学博士課程

（公衆衛生学）修了。厚生中央病
院院長補佐を経て 2019 年より山梨
大学病院医療の質・安全管理部特
任教授、現在に至る。

荒神 裕之（こうじん・ひろゆき）氏

医
療
安
全
管
理
に
欠
か
せ
な
い

“
診
療
プ
ロ
セ
ス
”の
見
え
る
化
を
実
現

「CITA Clinical Finder

」
①

既
読
管
理
体
制
の
業
務
負
担
が
劇
的
改
善

安
全
管
理
上
の
課
題
発
見
に
も
貢
献

「CITA Clinical Finder

」
②

CITA 画面

「CITA Clinical Finder」の CITAクリニカルフロー画面。複数の患者の診療プロセスを一覧
表示することができる。
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所在地：山梨県中央市
　　　　下河東 1110
病床数：618 床（※許可病床数）
　　　　（一般病床578床、
　　　　精神病床40床）
病院長：木内 博之

山梨大学医学部附属病院
「
地
域
連
携
で
は
、
従
来
行
わ
れ
て
い
た
人
海
戦

術
に
よ
る
診
療
情
報
提
供
書
の
確
認
と
コ
ス
ト

算
定
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
紹
介
状
、
受
診
報
告
書
の

連
絡
と
、
こ
れ
ら
文
書
の
ス
キ
ャ
ン
に
よ
る
電
子

カ
ル
テ
へ
の
取
り
込
み
、
受
診
報
告
書
の
作
成
状

況
の
確
認
と
そ
の
催
促
と
い
っ
た
、
業
務
の
負
担

は
膨
大
で
し
た
。
特
に
、
コ
ス
ト
算
定
漏
れ
な
ど

は
経
営
に
直
結
す
る
大
き
な
課
題
で
し
た
。
こ
れ

ら
の
業
務
に
つ
い
て
も
Ｅ
Ｃ
Ｒ
Ｓ
に
よ
る
業
務
改

善
を
進
め
、
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り
紙
媒
体
で
の

Ｆ
Ａ
Ｘ
送
受
信
や
ス
キ
ャ
ン
業
務
を
廃
止
す
る
な

ど
し
て
、
担
当
事
務
員
１
名
当
た
り
の
業
務
時

間
を
１
日
１
時
間
削
減
、
退
院
時
報
告
の
返
書

率
を
約
80
％
か
ら
97
％
に
向
上
、
算
定
漏
れ
は

減
少
さ
せ
る
な
ど
の
成
果
が
挙
が
り
ま
し
た
」

「CITA
 Clinical Finder

」
は
放
射
線
部
門
だ
け

で
な
く
、
病
理
診
断
レ
ポ
ー
ト
の
既
読
管
理
に
も

活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

小
林
氏
は
、「CIT

A
 Clinical Finder

」
と

「Y
ahgee

」
の
今
後
の
活
用
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の

よ
う
に
抱
負
を
語
る
。

「
情
報
の“
見
え
る
化
”は
重
要
な
の
で
、ダ
ッ
シ
ュ

ボ
ー
ド
の
よ
う
に『CIT

A
 Clinical Finder

』

と『Y
ahgee

』の
情
報
を
見
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
た
い
で
す
ね
。
ま
た
、
文
書
作
成
に
Ａ
Ｉ

を
用
い
る
な
ど
、
現
場
の
業
務
支
援
に
貢
献
す
る

シ
ス
テ
ム
も
開
発
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
」

力
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

従
前
、
放
射
線
部
門
に
専
属
の
ス
タ
ッ
フ
を

１
名
配
置
し
、
全
診
療
科
に
対
し
て
報
告
し
た

読
影
レ
ポ
ー
ト
を
リ
ス
ト
化
、
各
診
療
科
の
リ

ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
そ
の
“
紙
”
を
手
渡
し
、

各
診
療
科
か
ら
レ
ポ
ー
ト
内
容
を
確
認
し
た
と

い
う
サ
イ
ン
を
得
る
と
い
う
運
用
を
し
て
い
た

の
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
特
定
の
人
物
に

過
度
な
負
担
を
掛
け
る
と
と
も
に
、
作
業
が
形

骸
化
し
、
た
だ
確
認
し
た
と
い
う
チ
ェ
ッ
ク
を

す
る
だ
け
に
陥
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

『CIT
A

 Clinical Finder

』
と
『Y

ahgee

』
を

導
入
し
、
電
子
カ
ル
テ
や
各
部
門
シ
ス
テ
ム
と

情
報
統
合
し
た
こ
と
に
よ
り
、
電
子
カ
ル
テ
上

で
の
既
読
や
、
レ
ポ
ー
ト
内
容
の
患
者
説
明
実

施
に
つ
い
て
も
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
業
務
が
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
っ
て

劇
的
に
改
善
さ
れ
た
こ
と
の
成
果
は
、
甚
だ
大

と
言
え
ま
す
」

　

両
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
、
既
読
管
理
だ
け
で

な
く
、
安
全
管
理
上
の
課
題
も
浮
き
彫
り
に
し

た
と
も
同
氏
は
指
摘
す
る
。

「
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り
、
検
査
を
指
示
し
た
人

物
、
確
認
し
た
人
物
が
一
目
瞭
然
に
な
り
、
レ

ポ
ー
ト
を
読
ま
な
い
“
リ
ピ
ー
タ
ー
”
の
よ
う

な
存
在
も
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

リ
ピ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
精
査
す
る
と
、当
初
、個
々

の
医
師
の
性
格
の
問
題
と
捉
え
て
い
た
の
で
す

が
、
各
診
療
科
の
治
療
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、
検

査
を
オ
ー
ダ
す
る
医
師
と
診
療
す
る
医
師
が
分

離
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
の
で

す
。
私
た
ち
が
良
か
れ
と
思
っ
た
シ
ス
テ
ム
が
、

個
別
の
診
療
プ
ロ
セ
ス
に
合
っ
て
い
な
い
こ
と
が

見
え
た
の
も
シ
ス
テ
ム
の
お
か
げ
で
す
。
今
後

の
既
読
管
理
の
在
り
方
を
、
確
認
方
法
も
含
め

ア
セ
ス
メ
ン
ト
項
目
へ
の
自
動
反
映
や
効
率
的
な

ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
整
備
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
目

で
何
を
す
れ
ば
良
い
か
が
分
か
る
よ
う
に
し
て
い

る
。
看
護
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
に
つ
い
て
も
、
電
子
カ

ル
テ
機
能
の
利
用
を
止
め
、
項
目
を
整
理
し
て
情

報
収
集
項
目
を
削
減
。
医
師
の
記
載
し
た
カ
ル

テ
情
報
や
多
職
種
の
ス
タ
ッ
フ
が
記
載
し
た
情

報
、
各
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
の
情
報
を
リ
ン
ク

さ
せ
、
自
動
転
記
や
ド
ラ
ッ
グ
＆
ド
ロ
ッ
プ
な
ど

で
編
集
を
容
易
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
実
現
に
よ
り
、
看
護
師
の
業
務
負

担
が
大
幅
に
軽
減
さ
れ
、
看
護
部
の
超
過
勤
務

時
間
は
前
年
度
よ
り
１
ヵ
月
当
た
り
１
人
１
４
０

分
の
削
減
を
達
成
。
記
録
の
監
査
時
間
も
１
患

者
当
た
り
約
半
分
に
削
減
さ
れ
、
所
謂
“
働
き

方
改
革
”
に
大
い
に
貢
献
し
た
と
い
う
。

　

小
林
氏
は
、
地
域
連
携
に
関
す
る
文
書
作
成
・

管
理
の
業
務
負
担
軽
減
に
も
、「CIT

A
 Clinical 

Finder

」
と
「Yahgee

」
を
活
用
し
た
と
語
る
。

　

医
療
の
質
・
安
全
管
理
部
は
、
２
０
０
１
年

に
安
全
管
理
室
と
し
て
設
立
さ
れ
、
２
０
１
６

年
に
「
医
療
の
質
」
を
追
加
し
て
現
在
の
組
織

と
な
り
、
高
度
な
医
療
安
全
管
理
体
制
の
確
立

に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
２
０
１
９

年
に
着
任
し
た
同
部 

部
長
／
教
授
の
荒
神
裕
之

氏
が
、
同
部
の
活
動
を
解
説
す
る
。

「
安
全
管
理
面
で
は
、
事
故
に
つ
な
が
る
リ
ス
ク

を
低
減
し
、
患
者
と
医
療
者
の
双
方
の
安
全
を

護
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
が
、
当
部
で
は
、
こ

れ
に
“
医
療
の
質
”
を
加
え
る
こ
と
で
、
安
全

性
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
患
者
中
心
の
医
療
の

実
現
や
、
働
き
方
改
革
等
で
課
題
と
な
っ
て
い

る
効
率
的
な
医
療
の
提
供
を
目
指
し
て
い
ま
す
」

　

２
０
２
４
年
２
月
、
前
出
の
と
お
り
、
統
合

　

病
院
経
営
管
理
部
は
、
安
定
し
た
経
営
基
盤

の
も
と
、
質
の
高
い
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
、

経
営
戦
略
の
企
画
・
推
進
を
担
う
部
署
で
あ
る
。

ま
た
、
医
療
情
報
部
は
、
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の

充
実
と
利
便
性
の
向
上
に
努
め
、
安
全
で
安
心
な

医
療
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
お

り
、
他
の
施
設
同
様
に
、
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
の

運
用
及
び
保
守
を
担
当
す
る
部
署
で
あ
る
。
こ
の

２
つ
の
部
署
で
重
責
を
担
う
の
が
病
院
経
営
管

理
部 

部
長
／
医
療
情
報
部 

副
部
長
の
小
林
美
亜

氏
で
あ
り
、
統
合
診
療
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

「CITA
 Clinical Finder

」
と
診
療
文
書
管
理
・

診
療
業
務
支
援
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
「Y

ahgee

」

導
入
に
貢
献
し
た
１
人
だ
。
両
シ
ス
テ
ム
導
入
に

関
わ
っ
た
経
緯
か
ら
小
林
氏
は
語
っ
た
。

「
放
射
線
部
門
で
既
読
管
理
に
活
用
す
る
た
め
に

『CIT
A

 Clinical Finder

』
と
『Y

ahgee

』
を

導
入
す
る
と
い
う
話
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
シ
ス
テ

ム
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
院
内
の
診
療
諸
記
録
や

帳
票
類
等
な
ど
を
効
率
的
に
管
理
で
き
な
い
か

診
療
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム「CIT

A
 Clinical 

Finder

」
と
診
療
文
書
管
理
・
診
療
業
務
支
援

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
「Y

ahgee

」
を
導
入
し
た
。

荒
神
氏
は
両
シ
ス
テ
ム
導
入
の
狙
い
を
語
る
。

「
医
療
安
全
を
考
え
る
際
、
私
た
ち
は
患
者
に
対

す
る
診
療
プ
ロ
セ
ス
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
す
が
、
電
子
カ
ル
テ
は
患
者
個
人

の
診
療
情
報
を
記
録
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
構

築
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
よ
う
な
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
が
で
き
る
よ
う
な
作
り
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

『CIT
A

 Clinical Finder

』
導
入
を
強
く
推
し

た
の
は
、
私
た
ち
が
患
者
の
診
療
プ
ロ
セ
ス
を

段
階
毎
に
整
理
し
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。『CIT

A

ク
リ
ニ
カ
ル
フ
ロ
ー
』
機
能
に
よ
り
、
複
数
の
患

者
の
診
療
プ
ロ
セ
ス
と
各
種
情
報
を
一
覧
画
面

で
確
認
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
、
適
時

に
適
正
な
医
療
を
提
供
す
る
よ
う
指
示
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。『CIT

A
 Clinical Finder

』

の
導
入
を
提
案
さ
れ
た
と
き
、“
こ
の
シ
ス
テ
ム

な
ら
で
き
る
”
と
思
っ
て
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た

ね
。
そ
こ
で
、
シ
ス
テ
ム
導
入
を
強
く
要
望
し

た
の
で
す
」

　

同
氏
は
続
け
て
、「CIT

A
 Clinical Finder

」

が
レ
ポ
ー
ト
の
既
読
管
理
に
も
大
い
に
役
立
つ

と
も
語
る
。

「
従
来
、
レ
ポ
ー
ト
の
既
読
管
理
に
つ
い
て
は
電

子
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
血
の
に
じ
む
よ
う
な
努

と
考
え
た
の
で
す
。
そ
こ
で
、医
療
情
報
部
で
は
、

質
を
担
保
し
つ
つ
、
業
務
改
善
に
よ
る
効
率
化
を

図
る
こ
と
の
で
き
る
シ
ス
テ
ム
運
用
を
検
討
し
、

実
装
す
る
に
至
り
ま
し
た
」

　

医
療
情
報
部
で
は
「CITA

 Clinical Finder

」

と
「Y

ahgee

」
を
用
い
て
、
主
に
、
医
療
チ
ー

ム
や
看
護
、
事
務
が
担
う
業
務
改
善
に
取
り
組

み
始
め
た
と
小
林
氏
は
話
す
。

「
特
に
、
看
護
師
が
情
報
収
集
や
看
護
記
録
の
入

力
に
時
間
を
費
や
し
て
い
る
こ
と
で
、
本
来
の
看

護
業
務
の
た
め
の
時
間
を
十
分
に
取
れ
な
い
こ
と

が
、
常
日
頃
か
ら
課
題
視
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
従
来
電
子
カ
ル
テ
上
で
運
用
し
て
い
た
ア

セ
ス
メ
ン
ト
、情
報
収
集
、帳
票
類
の
作
成
と
い
っ

た
業
務
を
全
て
『CIT

A
 Clinical Finder

』
と

『Yahgee

』
に
移
行
し
た
の
で
す
」

　

同
院
で
は
、
両
シ
ス
テ
ム
の
実
装
に
あ
た
り
、
改

善
の
４
原
則
Ｅ
Ｃ
Ｒ
Ｓ（
イ
ク
ル
ス
：Elim

enate

［
排
除
］、Com

bine

［
結
合
］、Rearrange

［
再

配
置
］、Sim

plify

［
簡
素
化
］）に
従
っ
て
業
務
フ

ロ
ー
を
見
直
し
た
。
そ
し
て
、
内
容
を
検
討
し
、

工
程
の
単
純
化
・
標
準
化
、
情
報
収
集
業
務
の
ス

リ
ム
化
、
記
録
類
記
載
の
効
率
性
向
上
、
簡
便
か

つ
容
易
な
情
報
共
有
の
実
現
を
図
っ
た
。

　

Y
ahgee

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
活
用
し
た

入
院
ナ
ビ
の
作
成
に
お
い
て
は
、
担
当
者
の
明
確

化
や
作
成
文
書
の
一
元
管
理
、
入
力
情
報
の
他
、

病
院
経
営
管
理
部 

部
長
／
医
療
情
報
部 

副
部
長

小
林 

美
亜
氏
に
聞
く

■

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院 

病
院
経
営
管
理
部
／
医
療
情
報
部

統
合
診
療
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フォ
ー
ム
と
文
書
管
理
・
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
活
用

院
内
業
務
の
見
直
し
と
効
率
的
な
運
用
で
働
き
方
改
革
の
推
進
を
図
る

1995 年聖路加看護大学（現・聖路
加国際大学）卒。ニューヨーク大学
大学院博士課程修了（Ph.D 取得）。
東京大学医学部附属病院国立大学病
院データベースセンター副センター長、
静岡大学創造科学技術大学院特任教
授等を経て現職、現在に至る。

小林 美亜（こばやし・みあ）氏

Yahgee 画面

「Yahgee」のナビゲーション機能。業務の見直しによる書類の統合
化を実現。必要な情報を自動転記できるなど、看護業務の負担を
大幅に軽減するとともに、医療の質向上にも貢献している。

Ｅ
Ｃ
Ｒ
Ｓ
に
よ
る
業
務
フ
ロ
ー
見
直
し
と

シ
ス
テ
ム
活
用
で
業
務
負
担
を
大
幅
軽
減

「CITA Clinical Finder

」
＆
「Yahgee

」
①

地
域
連
携
業
務
の
負
担
も
大
幅
改
善

既
読
管
理
で
も
大
き
な
成
果
を
挙
げ
る

「CITA Clinical Finder

」
＆
「Yahgee

」
②
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